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表紙

連結株主資本等変動計算書
連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

上記事項につきましては、法令及び当社定款第14条第２項の規定に基づ
き、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置
事項記載書面）への記載を省略しております。

第45回定時株主総会の招集に際しての
電子提供措置事項
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連結株主資本等変動計算書

（ 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで ）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 8,932,627 462,236 26,820,078 △12,732 36,202,210
連結会計年度中の変動額

新 株 の 発 行 10,322 10,322 20,644
剰 余 金 の 配 当 △1,250,430 △1,250,430
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 7,346,676 7,346,676
自 己 株 式 の 取 得 △704 △704
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 10,322 10,322 6,096,246 △704 6,116,186
当 期 末 残 高 8,942,950 472,558 32,916,324 △13,436 42,318,396

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 非支配
株主持分 純資産合計その他有価証

券評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当 期 首 残 高 2,261,645 2,169,889 94,940 4,526,476 392,639 41,121,326
連結会計年度中の変動額

新 株 の 発 行 20,644
剰 余 金 の 配 当 △1,250,430
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 7,346,676
自 己 株 式 の 取 得 △704
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 50,944 400,748 △74,936 376,756 8,984 385,741

連結会計年度中の変動額合計 50,944 400,748 △74,936 376,756 8,984 6,501,927
当 期 末 残 高 2,312,590 2,570,638 20,003 4,903,232 401,624 47,623,254

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

・連結子会社の数 18社
・連結子会社の名称 株式会社バンディック

ＴＯＷＡレーザーフロント株式会社
ＴＯＷＡＴＥＣ株式会社
TOWAM Sdn. Bhd.
TOWA半導体設備（蘇州）有限公司
東和半導体設備（南通）有限公司
TOWA TOOL Sdn. Bhd.
TOWAファイン株式会社
東和半導体設備研究開発（蘇州）有限公司
TOWA韓国株式会社
TOWA Asia-Pacific Pte. Ltd.
東和半導体設備（上海）有限公司
台湾東和半導体設備股份有限公司
TOWA Semiconductor Equipment Philippines Corp.
TOWA THAI COMPANY LIMITED
TOWA USA Corporation
TOWA Europe GmbH
TOWA Europe B.V.

　上記のうち、TOWA TOOL Sdn. Bhd.については当連結会計年度において新たに設立したた
め、連結の範囲に含めております。

②　非連結子会社の状況
該当事項はありません。

③　議決権の過半数を所有しているにもかかわらず子会社としなかった会社等の状況
該当事項はありません。

⑵　持分法の適用に関する事項
①　持分法を適用した関連会社の状況

該当事項はありません。
②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

該当事項はありません。
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連結注記表

市場価格のない株式等……………
以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定しております。）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産……………………
（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法、在外連結子会社は定額法
を採用しております。
ただし、当社及び国内連結子会社については、1998年４月
１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物に
ついては、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物　　　　２～50年
機械装置及び運搬具　　２～10年

③　議決権の100分の20以上、100分の50以下を所有しているにもかかわらず関連会社としなか
った会社の状況
該当事項はありません。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、TOWA半導体設備（蘇州）有限公司、東和半導体設備（南通）有限公司、
東和半導体設備研究開発（蘇州）有限公司及び東和半導体設備（上海）有限公司の決算日は12月
31日であります。
　連結計算書類の作成にあたって、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に
基づく計算書類を使用しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券

市場価格のない株式等……………移動平均法による原価法
ロ．棚卸資産

製品…………………………………主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法により算定）

仕掛品………………………………主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法により算定）

原材料………………………………主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性
の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品………………………………主として最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法により算定）
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連結注記表

ロ．無形固定資産……………………
（リース資産を除く）

当社及び連結子会社は定額法を採用しております。なお、自
社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づいております。

ハ．リース資産………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採
用しております。

③　重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率等により、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており
ます。

ロ．賞与引当金………………………当社及び一部の連結子会社は、従業員賞与の支給に備えるた
め、支給見込額に基づき計上しております。

ハ．役員賞与引当金…………………当社及び一部の連結子会社は、役員賞与の支給に備えるた
め、支給見込額に基づき計上しております。

ニ．製品保証引当金…………………当社及び一部の連結子会社は、保証期間中の製品に係る補修
費用の支出に備えるため、過去の実績を基礎に売上に対応す
る補修費用の見積額を計上しております。また、個別に発生
額を見積もることができる費用については、その見積額を計
上しております。

④　退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる
方法については、給付算定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（主として10年）による定額法により費用処理しております。
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（主として10年）による定率法により、発生の翌連結会計年度から費用処理してお
ります。

ハ．未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の
部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

ニ．小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末
自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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⑤　収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務
の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりで
あります。
イ．半導体製造装置事業

　製品の販売については、主に顧客への引渡の際に据付を要する製品については据付完了時
点、据付を要しない製品については引渡または検収時点に、顧客が当該製品に対する支配を獲
得し、履行義務が充足されると判断していることから、当該時点において収益を認識しており
ます。
　製品に関連した保証、修理、保守及び移設などのサービス収益についてはサービス提供完了
時点で、履行義務が充足されると判断し収益を認識しております。なお、「収益認識に関する
会計基準の適用指針」第98項の要件を満たすものについては、出荷時点に収益を認識してお
ります。

ロ．ファインプラスチック成形品事業
　製品の販売については、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常
の期間であるため、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱
いを適用し、出荷時点で収益を認識しております。

ハ．レーザ加工装置事業
　製品の販売については、引渡または検収時点に、顧客が当該製品に対する支配を獲得し、履
行義務が充足されると判断していることから、当該時点において収益を認識しております。
　製品に関連した保証、修理、保守及び移設などのサービス収益についてはサービス提供完了
時点で、履行義務が充足されると判断し収益を認識しております。なお、「収益認識に関する
会計基準の適用指針」第98項の要件を満たすものについては、出荷時点に収益を認識してお
ります。

⑥　重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算の基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし
て処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により
円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部におけ
る為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上しております。

⑦　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、５～８年間の定額法により償却を行っております。

⑧　その他連結計算書類作成のための重要な事項
イ．消費税等の会計処理……………消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、

控除対象外消費税及び地方消費税は、当連結会計年度の費用
として処理しております。

ロ．連結納税制度の適用……………当連結会計年度より、連結納税制度の適用を取りやめており
ます。
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⑸　会計上の見積りに関する注記
（繰延税金資産の回収可能性）
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 373,528千円
②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループでは繰延税金資産の回収可能性について毎期検討を行っております。当社グルー
プの繰延税金資産の回収可能額は、将来の課税所得の予測に大きく依存しておりますが、課税所
得の予測は将来の事業環境や当社グループの事業活動の推移、その他の要因により変化します。
　当連結会計年度末における繰延税金資産の回収可能性の検討においては、過去及び当連結会計
年度の経営成績や将来事業計画を総合的に勘案し、企業会計基準適用指針第26号「繰延税金資
産の回収可能性に関する適用指針」に定められた要件に基づき当社及び連結子会社を分類してお
ります。その上で、過去実績及び将来事業計画に基づき将来５年以内の期間にわたる課税所得を
見積るとともに、一時差異の解消時期をスケジューリングし、繰延税金資産の回収可能性を判断
しております。
　将来の課税所得の見積り及び将来減算一時差異のスケジューリングに係る判断は、繰延税金資
産の回収可能性を見積る上での主要な仮定に該当すると判断しております。
　課税所得の見積りの際に使用した将来事業計画は、販売戦略を考慮して見積られた将来の売上
予測や過去実績を踏まえた営業利益率に基づいております。
　当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌
連結会計年度以降の連結計算書類において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に影
響を与える可能性があります。

（棚卸資産の評価）
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 15,407,068千円
②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループの棚卸資産の評価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によっており、収
益性の低下の事実を反映する方法としては、取得原価と連結会計年度末における正味売却価額の
いずれか低い方の金額で評価する方法、正常な営業循環過程から外れた棚卸資産については、期
末日時点で一定期間を経過または一定の回転期間を超えるものを長期滞留在庫と判断し、過年度
の実績等をもとに将来の販売予測を個別に検討したうえで、販売可能性があると判断された在庫
を除き、規則的に帳簿価額を切り下げる方法により評価しております。当社グループの事業が属
する市場の環境が予測より悪化し、棚卸資産の評価に影響を与える需要予測等の要因が変動した
場合、棚卸資産評価損の追加計上が必要となる可能性があり、翌連結会計年度以降の連結計算書
類に重要な影響を与える可能性があります。
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⑴　有形固定資産の減価償却累計額 26,927,463千円

当座貸越極度額及びコミットメントライン契約の総額 14,500,000千円
借入実行残高 9,400,000千円
差引額 5,100,000千円

普通株式 25,033,238株

（決議） 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2022年５月12日
取締役会 普通株式 1,250,430 50 2022年３月31日 2022年６月30日

（決議） 株式の種類 配当金の総額
（千円） 配当の原資 １株当たり

配当額（円） 基準日 効力発生日

2023年５月11日
取締役会 普通株式 1,000,785 利益剰余金 40 2023年３月31日 2023年６月８日

２．連結貸借対照表に関する注記

⑵　当社は、資金調達の効率化及び安定化を図るため取引銀行６行と当座貸越契約及びコミットメン
トライン契約を締結しております。当連結会計年度末における当座貸越契約及びコミットメントラ
イン契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

⑶　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

⑵　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの

⑶　当連結会計年度末日における新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

⑷　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

４．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
　当社グループは、一時的な余資は短期的な預金等に限定し運用しております。また、資金調達
については主に半導体製造装置事業を行うための設備投資計画等に照らして、必要な資金を銀行
借入により調達しております。なお、資金調達の効率化及び安定化を図るため、取引銀行６行と
当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結しております。

②　金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形、売掛金及び電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されておりま
す。また、グローバルに事業を展開していることから生じている外貨建ての営業債権は、為替の
変動リスクに晒されております。
　投資有価証券は、主に取引先企業等に関する株式であり、市場価格の変動リスクに晒されてお
ります。
　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日
であります。一部外貨建てのものについては、為替の変動リスクに晒されております。
　借入金は、設備投資及び運転資金等として調達したものであり、主に固定金利での借入である
ため、金利の変動リスクは僅少であります。また、一部の借入金については、財務制限条項への
抵触により、借入金の繰上返済請求を受けるリスクがあります。

③　金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、営業債権である受取手形、売掛金及び電子記録債権について、営業活動規程に従
い、取引開始時における与信調査及び与信限度額の定期的な見直し等を行っております。連結
子会社についても、当社に準じて同様の管理を行っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社は、長期借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、固定金利での借入を行
っております。
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市
況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を見直しております。連結子会社についても、当
社に準じて同様の管理を行っております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社は、各部署からの報告に基づき経理部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、
手許流動性の維持等により流動性リスクを管理しております。連結子会社についても、当社に
準じて同様の管理を行っております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す
ることにより、当該価額が変動することがあります。
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連結注記表

連結貸借対照表計上額
（千円） 時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 3,901,418 3,901,418 －
　資産計 3,901,418 3,901,418 －
長期借入金 5,880,000 5,868,037 △11,962
　負債計 5,880,000 5,868,037 △11,962

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおり
であります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額28,245千円）は「投資有価証
券」には含めておりません。また、現金及び預金、受取手形、売掛金、電子記録債権、支払手形及
び買掛金、電子記録債務、短期借入金、未払法人税等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に
近似することから、注記を省略しております。

⑶　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3
つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成され
る当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定し
た時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の
時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット
がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して
おります。
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連結注記表

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券

株式 3,901,418 － － 3,901,418

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金（一年以内含む) － 5,868,037 － 5,868,037

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 16,547,017 － － －
受取手形 73,070 － － －
売掛金 11,693,703 － － －
電子記録債権 1,201,865 － － －

合計 29,515,656 － － －

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

長期借入金 1,930,000 3,950,000 － －

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融商品

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融商品

（注１）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されてい
るため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金（一年以内含む）
　長期借入金の時価については、元利金の合計額を借入金の残存期間及び信用リスクを加
味した利率で割り引いて算定する方法によっており、その時価をレベル２に分類しており
ます。

（注２）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

（注３）長期借入金の連結決算日後の返済予定額
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報告セグメント（千円）
合計
（千円）半導体製造装置事業 ファインプラスチック

成形品事業 レーザー加工装置事業

顧客との契約から生じる収益 49,285,272 1,950,710 2,586,685 53,822,668
その他の収益 － － － －
外部顧客への売上高 49,285,272 1,950,710 2,586,685 53,822,668

当連結会計年度
（千円）

顧客との契約から生じた債権 12,968,639
契約負債 1,882,461

(1) １株当たり純資産額 1,887円38銭
(2) １株当たり当期純利益 293円69銭

５．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項「⑷　会計方針に関する事項　⑤　収益及
び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約資産及び契約負債の残高等

　契約負債は主に、収益の認識前に顧客から受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負
債の前受金に含まれております。

②　残存履行義務に配分した取引価格
　当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契
約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しておりま
す。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありま
せん。

6．１株当たり情報に関する注記

7．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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８．追加情報に関する注記
（譲渡制限付株式報酬）
　当社は、2022年６月29日開催の第44回定時株主総会の決議により、当社取締役（監査等委員
である取締役及び社外取締役を除く。）に対して、株主の皆様との一層の価値共有を進めるた
め、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。
　なお、当社の執行役員についても、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。
　また、2022年７月28日開催の取締役会において、当社取締役及び執行役員に対して譲渡制限
付株式報酬としての新株式の発行を行うことについて決議し、2022年８月23日に払込が完了し
ました。
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株主資本等変動計算書

（ 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで ）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金
資本剰余金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 　 　 計資本準備金 利益準備金 その他利益

剰 余 金
利益剰余金
合 計

当 期 首 残 高 8,932,627 462,236 337,639 15,043,869 15,381,508 △12,732 24,763,640
事業年度中の変動額
新 株 の 発 行 10,322 10,322 20,644
利益準備金積立 125,043 △125,043 － －
剰 余 金 の 配 当 △1,250,430 △1,250,430 △1,250,430
当 期 純 利 益 3,355,424 3,355,424 3,355,424
自己株式の取得 △704 △704
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 10,322 10,322 125,043 1,979,950 2,104,993 △704 2,124,933
当 期 末 残 高 8,942,950 472,558 462,682 17,023,820 17,486,502 △13,436 26,888,574

評価・換算
差 額 等 純資産合計その他有価証券
評価差額金

当 期 首 残 高 2,261,645 27,025,286
事業年度中の変動額
新 株 の 発 行 20,644
利益準備金積立 －
剰 余 金 の 配 当 △1,250,430
当 期 純 利 益 3,355,424
自己株式の取得 △704
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額) 50,944 50,944

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 50,944 2,175,878
当 期 末 残 高 2,312,590 29,201,165

株主資本等変動計算書
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市場価格のない…………
株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定しております。）

３．固定資産の減価償却方法
有形固定資産………………定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得

した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しておりま
す。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　３～50年
機械装置　　２～10年

無形固定資産………………定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについ
ては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

個別注記表
重要な会計方針
１．有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式………………移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等…移動平均法による原価法
２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品…………………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

仕掛品………………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）

原材料………………………移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品………………………最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法により算定）

４．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金…………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率等により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　賞与引当金…………………従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しており
ます。

⑶　役員賞与引当金……………役員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。
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⑷　製品保証引当金……………保証期間中の製品に係る補修費用の支出に備えるため、過去の実績
を基礎に売上に対応する補修費用の見積額を計上しております。ま
た、個別に発生額を見積もることができる費用については、その見
積額を計上しております。

⑸　退職給付引当金……………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき計上しております。ただし、当事業年
度末においては、年金資産の見込額が退職給付債務見込額から未認識
数理計算上の差異等を控除した額を超えているため、前払年金費用と
して貸借対照表の投資その他の資産に計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの
期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務
期間以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しており
ます。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存
勤務期間以内の一定の年数（10年）による定率法により、発生の翌事
業年度から費用処理しております。

５．収益及び費用の計上基準
当社と顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履

行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
⑴　半導体製造装置事業

　製品の販売については、主に顧客への引渡の際に据付を要する製品については据付完了時点、
据付を要しない製品については引渡または検収時点に、顧客が当該製品に対する支配を獲得し、
履行義務が充足されると判断していることから、当該時点において収益を認識しております。
　製品に関連した保証、修理、保守及び移設などのサービス収益についてはサービス提供完了時
点で、履行義務が充足されると判断し収益を認識しております。なお、収益認識に関する会計基
準の適用指針第98項の要件を満たすものについては、出荷時点に収益を認識しております。

⑵　ファインプラスチック成形品事業
　製品の販売については、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の
期間であるため、収益認識に関する会計基準の適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用
し、出荷時点で収益を認識しております。
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⑶　レーザ加工装置事業
　製品の販売については、引渡または検収時点に、顧客が当該製品に対する支配を獲得し、履行
義務が充足されると判断していることから、当該時点において収益を認識しております。
　製品に関連した保証、修理、保守及び移設などのサービス収益についてはサービス提供完了
時点で、履行義務が充足されると判断し収益を認識しております。なお、収益認識に関する会計
基準の適用指針第98項の要件を満たすものについては、出荷時点に収益を認識しております。

６．退職給付に係る会計処理……退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の
会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法
と異なっております。

７．消費税等の会計処理…………消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対
象外消費税及び地方消費税は、当事業年度の費用として処理してお
ります。

８．連結納税制度の適用…………当事業年度より、連結納税制度の適用を取りやめております。
９．会計上の見積りに関する注記

（繰延税金資産の回収可能性）
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額 512,181千円
⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社は繰延税金資産の回収可能性について毎期検討を行っております。当社の繰延税金資産の
回収可能額は、将来の課税所得の予測に大きく依存しておりますが、課税所得の予測は将来の事
業環境や当社の事業活動の推移、その他の要因により変化します。
　当事業年度末における繰延税金資産の回収可能性の検討においては、過去及び当事業年度の経
営成績や将来事業計画を総合的に勘案し、企業会計基準適用指針第26号「繰延税金資産の回収
可能性に関する適用指針」に定められた要件に基づき分類をしております。その上で、過去実績
及び将来事業計画に基づき将来５年以内の期間にわたる課税所得を見積るとともに、一時差異の
解消時期をスケジューリングし、繰延税金資産の回収可能性を判断しております。
　将来の課税所得の見積り及び将来減算一時差異のスケジューリングに係る判断は、繰延税金資
産の回収可能性を見積る上での主要な仮定に該当すると判断しております。
　課税所得の見積りの際に使用した将来事業計画は、販売戦略を考慮して見積られた将来の売上
予測や過去実績を踏まえた営業利益率に基づいております。
　当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌
事業年度以降の計算書類において認識する繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に影響を与え
る可能性があります。

（棚卸資産の評価）
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額 7,054,241千円
⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社の棚卸資産の評価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によっており、収益性の低
下の事実を反映する方法としては、取得原価と事業年度末における正味売却価額のいずれか低い
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１．有形固定資産の減価償却累計額 17,604,983千円

短期金銭債権 3,102,250千円
長期金銭債権 1,136,000千円
短期金銭債務 2,551,195千円

TOWA韓国株式会社 7,928千円

当座貸越極度額及びコミットメントライン契約の総額 14,500,000千円
借入実行残高 9,400,000千円
差引額 5,100,000千円

１．関係会社との取引高 売上高 1,403,526千円
仕入高 19,211,670千円
その他 2,845,684千円
営業取引以外の取引高 298,061千円

普通株式 13,597株

方の金額で評価する方法、正常な営業循環過程から外れた棚卸資産については、期末日時点で一
定期間を経過または一定の回転期間を超えるものを長期滞留在庫と判断し、過年度の実績等をも
とに将来の販売予測を個別に検討したうえで、販売可能性があると判断された在庫を除き、規則
的に帳簿価額を切り下げる方法により評価しております。当社の事業が属する市場の環境が予測
より悪化し、棚卸資産の評価に影響を与える需要予測等の要因が変動した場合、棚卸資産評価損
の追加計上が必要となる可能性があり、翌事業年度以降の計算書類に重要な影響を与える可能性
があります。

（貸借対照表に関する注記）

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

３．保証債務
　次の会社の受注契約に係る前受金返還保証及び瑕疵担保保証等に伴い、銀行が保証書発行を行っ
たことに対する保証を行っております。

４．当社は、資金調達の効率化及び安定化を図るため取引銀行６行と当座貸越契約及びコミットメン
トライン契約を締結しております。当事業年度末における当座貸越契約及びコミットメントライン
契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

５．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（損益計算書に関する注記）

２．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

２．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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繰延税金資産
試作品 711,033千円
仕掛品評価損 181,053千円
賞与引当金 170,564千円
減価償却超過額 152,899千円
減損損失 316,115千円
関係会社株式評価損 167,778千円
子会社株式の投資簿価修正 544,874千円
その他 426,376千円

繰延税金資産小計 2,670,695千円
評価性引当額 △1,136,919千円

繰延税金資産合計 1,533,776千円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △930,700千円
その他 △90,893千円

繰延税金負債合計 △1,021,594千円
繰延税金資産の純額 512,181千円

法定実効税率 30.54%
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.11
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.12
外国子会社からの配当金益金不算入 △0.65
役員賞与の損金不算入 0.30
寄付金の損金不算入 0.03
税額控除額 △1.93
住民税均等割 0.27
評価性引当金の減少 △0.66
その他 △0.10

税効果会計適用後の法人税等の負担率 27.79

（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差
異の原因となった主要な項目別の内訳

（リースにより使用する固定資産に関する注記）
　貸借対照表に計上した固定資産のほか、社用車等の一部についてはリース契約により使用しており
ます。

－ 18 －



2023/05/26 12:09:20 / 23996868_ＴＯＷＡ株式会社_招集通知

個別注記表

種類 会社等の名称
議決権等の
所有割合
（％）

関係内容
取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

役員の
兼任等
(名)

事業上
の関係

子会社 TOWAM Sdn.Bhd. 所有
直接100.0

2 製品の外注・
資 金 の 援 助

製 品 の 外 注
注１.（１） 6,553,246

買 掛 金 426,820

前 渡 金 131,485
資 金 の 貸 付
注１.（２）、注2. 950,000 関 係 会 社

短期貸付金 950,000
資 金 の 返 済
注１.（2） 926,000 関 係 会 社

長期貸付金
（一年以内含む）

1,362,000利 息 の 受 取
注１.（２） 30,281

子会社 TOWA半導体設備
(蘇州)有限公司

所有
直接100.0 3 製 品 の 外 注 製 品 の 外 注

注１.（１） 6,498,237
買 掛 金 547,929

前 渡 金 529,523

１．１株当たり純資産額 1,167円13銭
２．１株当たり当期純利益 134円13銭

（収益認識に関する注記）
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　５．収益認識に
関する注記」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

（関連当事者との取引に関する注記）
子会社等

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等
（１）一般取引条件を参考にして決定しております。
（２）資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。な

お、担保の受入はありません。
２．資金の貸付については、運転資金であります。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（追加情報に関する注記）
（譲渡制限付株式報酬）
　取締役等に自社の株式を交付する取引に関する注記については、「連結注記表　８．追加情報に関
する注記」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

－ 19 －


